






























































様式第１号 

報  告  書 

  

令和 ６年 ４月 １６日 

 

氏 名   えびな 安信      

 

 次のとおり用務（行事）を終えましたので，報告します。 

 

用務又は行事名 北見市ＤＸ推進計画に基づいた取組について 

用務又は実施日 令和 ６年 ４月１５日～１６日 

用務又は実施場所  市内  ・  市外  （  北見     ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内 容 

（ 目 的 ・ 

具体的内容・  

成 果 等 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国に先駆けて書かない窓口を導入し、全庁的にデジタル課を推し進め

ている北見市のＤＸ推進計画に基づいた取組について調査した。 

令和４年度に実施した業務量調査では、旭川を参考に各部署の事務作業

の調査を行ったことがわかった。正規職員の４０．８％の時間がノンコ

ア業務をしている時間だということから、要介護認定審査、扶養否認事

務、障害福祉サービス、土地台帳整理、がん検診業務の５つを選定し、

可視化し、業務のあるべき姿を描いた上で、施策適用後の推定効果を分

析している。（コンサルティング会社の（株）ガバメンツに委託。） 

窓口利用体験調査では、職員が利用者になりきって窓口での手続きを体

験し、利用者目線での課題を抽出した。例えば、申請書の記載で、手続

きによっては全て記載しなければならないものがあるだとか、北見市HP

（スマホ版）の検索画面がわかりにくい場所にあるということが課題と

して挙げられたとのことである。これらについては庁内の窓口業務に関

連する課長職以上で構成される「ワンストップサービス運用会議」にお

いて、改善できるものは改善したいとのことであった。 

また、窓口機能の利用拡大として、保護課の住所変更に係る異動届につ

いて担当課と協議中とのことである。 

本市においても日本一の窓口を目指しているが、窓口利用調査のような

利用者目線で課題を洗い出し改善することは必要であると考える。また

業務プロセスの可視化と効率化は本市でも行っているとのことであるが

、効果が高い業務の優先的な改善に着手しているか等に注目していきた

い。 

 

備 考 

 

 

 

（注）関係書類を添付してください。 

（注）枠内に書ききれない場合は，別紙（任意様式）に記載してください。また，最初から内容を別

紙（任意様式）に記載する場合は，当該欄に別紙と記入してください。 

（注）活動の都合上，用務内容を明らかにできないときは，その理由を備考欄に記載してください。 













































































様式第１号 

報  告  書 

  

令和 ６年 ４月２６日 

 

氏 名  えびな 安信    

 

 次のとおり用務（行事）を終えましたので，報告します。 

 

用務又は行事名 高松市・直島町視察 

用務又は実施日 令和 ６年４月２４日～２６日 

用務又は実施場所  市外  （   高松市、直島町    ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内 容 

（ 目 的 ・ 

具体的内容・  

成 果 等 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①1991年の大店法の運用緩和により、大規模店舗の立地が可能な郊外に

ショッピングセンターの進出が相次いだ結果、中心市街地での買い物客

が減り、地域の小規模商店街だけでなく、百貨店などが立地する地方都

市の商店街も衰退が加速化した。高松市の丸亀町商店街も衰退の一途を

たどったが、課題の本質を商店街に住んでいる人がいないため、青果店

、鮮魚店、雑貨店、飲食店も成り立たたないことであると分析した。地

権者たちが設立した会社が取得・運営する仕組みを作り再開発を行った

が、それは城下町時代に短冊状に細分化された土地の上に共同でマンシ

ョンを建設する必要があったため、個々の土地所有権には手をつけない

ようにする知恵である。 

商店街の両側の建物は必要に応じて共同建て替えが行われ、3階の上にガ

ラスのアーケードが架けられた。商店街の4階から上はマンションが整備

されており、居住者は玄関を出たらすぐに雨風の影響を受けずに用事を

済ますことができ、上層階に診療所が設けられているので、在宅で高度

医療、終末医療を受けることもできる。ブロックごとに業種やテーマを

決め、さまざまな店舗を買い回ることで生活が成り立つようになってい

る。また、城下町の時代から続くメインストリートにあるかつての「札

の辻」は、直径25メートルの大きなガラスドームに覆われた広場に作り

変えられ、各種イベントが行われている。 

再開発の結果、商店街は復活を遂げ、1995年に1日に2万8000人だった通

行量は、一度9500人にまで落ち込むが、現在2万5000人に回復した。また

、居住人口も5人から約1000人へと増加し、商店街の空き店舗率はゼロと

のことである。こういった事例から学び、旭川市の買物公園も、活性化

のためには居住者の増加につながる再開発を行うべきと考える。 

②直島町は、自然とアートが融合した独特の魅力を持つ島であり、島内

には草間彌生氏のアート作品をはじめとする、名所が点在し、観光客を

呼び寄せている。本市も彫刻のまちで100基の彫刻があるが、市民や観光

客に愛され、親しまれるための工夫や仕掛けが必要であると感じた。 

 

備 考 

 

 

 

（注）関係書類を添付してください。 

（注）枠内に書ききれない場合は，別紙（任意様式）に記載してください。また，最初から内容を別

紙（任意様式）に記載する場合は，当該欄に別紙と記入してください。 

（注）活動の都合上，用務内容を明らかにできないときは，その理由を備考欄に記載してください。 






























































































